
JP 5940557 B2 2016.6.29

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビデオデータをエンコードするためのビデオエンコーディングデバイスであって、
ｉ）　第１のエンコーディングスキームに従って入力ビデオデータをエンコードし、前記
入力ビデオデータよりも低い品質を有する第１の符号化されたビデオデータを出力するた
めの第１のエンコーダと、
ｉｉ）　ＰＰＧ関連情報を保存する第２のエンコーディングスキームに従って入力ビデオ
データをエンコードし、第２の符号化されたビデオデータを出力するための第２のエンコ
ーダとを有し、
　前記第２のエンコーダは、
－　前記第１のエンコーディングスキームに対して相補的なデコーディングスキームに従
って前記第１の符号化されたビデオデータをデコードし、中間ビデオデータを出力するた
めのデコーディングユニットと、
－　前記中間ビデオデータと前記入力ビデオデータとの間の差分を決定することにより差
分ビデオデータを形成するための減算ユニットと、
－　最も強いＰＰＧ信号を供給する前記差分ビデオデータにおける関心のある領域を選択
するための選択ユニットと、
－　前記差分ビデオデータの選択された関心のある領域をエンコードし、これを前記第２
の符号化されたビデオデータとして出力するためのエンコーディングユニットとを有する
、ビデオエンコーディングデバイス。
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【請求項２】
　前記入力ビデオデータを分析して最も強いＰＰＧ信号を供給する関心のある領域を決定
し、前記差分ビデオデータにおいて前記関心のある領域を選択するための前記選択ユニッ
トに前記関心のある領域の位置に関するＲＯＩ情報を供給するための分析ユニットを更に
有する、請求項１に記載のビデオエンコーディングデバイス。
【請求項３】
　前記エンコーディングユニットは、前記差分ビデオデータにおける選択された関心のあ
る領域だけでなく、追加の領域又は完全な差分ビデオデータをもエンコードするように適
合される、請求項１に記載のビデオエンコーディングデバイス。
【請求項４】
　前記減算ユニットは、前記中間ビデオデータのビデオフレームと前記入力ビデオデータ
の対応するビデオフレームとの間のピクセルベースの差分を決定することにより前記差分
ビデオデータを形成するように適合される、請求項１に記載のビデオエンコーディングデ
バイス。
【請求項５】
　前記選択ユニットは、前記差分ビデオデータにおける前記関心のある領域の少なくとも
クロミナンス成分を選択するように適合され、
　前記エンコーディングユニットは、前記差分ビデオデータにおける選択された関心のあ
る領域の少なくともクロミナンス成分をエンコードするように適合される、請求項１に記
載のビデオエンコーディングデバイス。
【請求項６】
　前記エンコーディングユニットは、前記差分ビデオデータにおける選択された関心のあ
る領域の少なくともクロミナンス成分のブロック間又はブロック内部のＤＣ成分だけをエ
ンコードするように適合される、請求項１に記載のビデオエンコーディングデバイス。
【請求項７】
　前記エンコーディングユニットは、前記入力ビデオデータにおける選択された関心のあ
る領域の位置に関するＲＯＩ情報のエンコード又は前記第２の符号化されたビデオデータ
への追加のために適合される、請求項１に記載のビデオエンコーディングデバイス。
【請求項８】
　前記選択ユニットは、最も強いＰＰＧ信号を供給する前記差分ビデオデータにおける２
つ以上の関心のある領域を選択するように適合され、
　前記エンコーディングユニットは、前記差分ビデオデータの選択された関心のある領域
をエンコードし、これらを前記第２の符号化されたビデオデータとして出力するように適
合される、請求項１に記載のビデオエンコーディングデバイス。
【請求項９】
　ビデオデータをエンコードするためのビデオエンコーディング方法であって、
　第１のエンコーディングスキームに従って入力ビデオデータをエンコードし、前記入力
ビデオデータよりも低い品質を有する第１の符号化されたビデオデータを出力するステッ
プと、
　前記第１のエンコーディングスキームに対して相補的なデコーディングスキームに従っ
て、前記第１の符号化されたビデオデータをデコードし、中間ビデオデータを出力するス
テップと、
　前記中間ビデオデータと前記入力ビデオデータとの間の差分を決定することにより差分
ビデオデータを形成するステップと、
　最も強いＰＰＧ信号を供給する前記差分ビデオデータにおける関心のある領域を選択す
るステップと、
　前記差分ビデオデータの選択された関心のある領域をエンコードし、これを、ＰＰＧ関
連情報を保存する第２の符号化されたビデオデータとして出力するステップとを有する、
ビデオエンコーディング方法。
【請求項１０】
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　エンコードされたビデオデータをデコードするためのビデオデコーディングデバイスで
あって、前記エンコードされたビデオデータは、第１のエンコードスキームに従ってエン
コードされ、入力ビデオデータより低い品質を有する第１の符号化されたビデオデータを
有し、ＰＰＧ関連情報を保存する第２のエンコーディングスキームに従ってエンコードさ
れた第２の符号化されたビデオデータを有し、
　前記ビデオデコーディングデバイスは、
ｉ）　第１のデコーディングスキームに従って前記第１の符号化されたビデオデータをデ
コードし、第１のデコードされたビデオデータを出力するための第１のデコーダと、
ｉｉ）　第２のエンコーディングスキームに従って前記第２の符号化されたビデオデータ
をデコードし、ＰＰＧ信号を出力するための第２のデコーダとを有し、
　前記第２のデコーダは、
－　前記入力ビデオデータをエンコードするために使用される前記第２のエンコーディン
グスキームにおいて使用されるエンコーディングスキームに対して相補的なデコーディン
グスキームに従って、前記第２の符号化されたビデオデータをデコードし、前記第１の符
号化されたビデオデータにおける選択された関心のある領域の位置に関するＲＯＩ情報を
取り出し、第２のデコードされたビデオデータ及び前記ＲＯＩ情報を出力するためのデコ
ーディングユニットと、
－　前記第１のデコードされたビデオデータに前記第２のデコードされたビデオデータを
加えることにより加算ビデオデータを形成するための加算ユニットと、
－　前記ＲＯＩ情報を用いて前記加算ビデオデータにおける関心のある領域を選択する選
択ユニットであって、前記関心のある領域は、最も強いＰＰＧ信号を供給する、選択ユニ
ットと、
－　前記加算ビデオデータにおける選択された関心のある領域から前記ＰＰＧ信号を抽出
するためのＰＰＧ抽出ユニットとを有する、ビデオデコーディングデバイス。
【請求項１１】
　前記デコーディングユニットは、前記第２の符号化されたビデオデータの少なくともク
ロミナンス成分をデコードするように適合される、請求項１０に記載のビデオデコーディ
ングデバイス。
【請求項１２】
　前記デコーディングユニットは、選択された関心のある領域の符号化されたビデオデー
タだけでなく、追加の領域又は完全な入力ビデオデータの符号化されたビデオデータをも
有する第２の符号化されたビデオデータをデコードするように適合される、請求項１０に
記載のビデオデコーディングデバイス。
【請求項１３】
　エンコードされたビデオデータをデコードするためのビデオデコーディング方法であっ
て、前記エンコードされたビデオデータは、第１のエンコードスキームに従ってエンコー
ドされ、入力ビデオデータより低い品質を有する第１の符号化されたビデオデータを有し
、ＰＰＧ関連情報を保存する第２のエンコーディングスキームに従ってエンコードされた
第２の符号化されたビデオデータを有し、
　当該ビデオデコーディング方法は、
　第１のデコーディングスキームに従って前記第１の符号化されたビデオデータをデコー
ドし、第１のデコードされたビデオデータを出力するステップと、
　前記入力ビデオデータをエンコードするために使用される前記第２のエンコーディング
スキームにおいて使用されるエンコーディングスキームに対して相補的なデコーディング
スキームに従って、前記第２の符号化されたビデオデータをデコードし、前記第１の符号
化されたビデオデータにおける選択された関心のある領域の位置に関するＲＯＩ情報を取
り出し、第２のデコードされたビデオデータ及び前記ＲＯＩ情報を出力するステップと、
　前記第１のデコードされたビデオデータに前記第２のデコードされたビデオデータを加
えることにより加算ビデオデータを形成するステップと、
　前記ＲＯＩ情報を用いて前記加算ビデオデータにおける関心のある領域を選択するステ
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ップであって、前記関心のある領域は、最も強いＰＰＧ信号を供給する、ステップと、
　前記加算ビデオデータにおける選択された関心のある領域から前記ＰＰＧ信号を抽出す
るステップとを有する、ビデオデコーディング方法。
【請求項１４】
　ビデオデータをエンコード及びデコードするためのビデオ符号化システムであって、
　入力ビデオデータをエンコードするための請求項１に記載のビデオエンコーディングデ
バイスと、
　前記ビデオエンコーディングデバイスによりエンコードされたエンコードされたビデオ
データをデコードするための請求項１０に記載のビデオデコーディングデバイスとを有す
る、ビデオ符号化システム。
【請求項１５】
　コンピュータプログラムがコンピュータ上で実行されたときに請求項９又は請求項１３
に記載の方法のステップを前記コンピュータに実行させるためのコンピュータプログラム
コード手段を有する、コンピュータプログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、ＰＰＧ（photo plethysmographic imaging）関連情報が保存される、ビデオ
データをエンコードするためのビデオエンコーディングデバイス及び対応するビデオエン
コーディング方法に関する。
【０００２】
　更に、本発明は、エンコードされたビデオデータをデコードするためのビデオデコーデ
ィングデバイス及び対応するビデオデコーディング方法に関する。
【０００３】
　より更に、本発明は、ビデオデータをエンコード及びデコードするためのビデオコーデ
ィングシステム、並びに、前記方法を実装するためのコンピュータプログラムに関する。
【背景技術】
【０００４】
　人々の生物測定信号の強い連続的モニタリングのための技術的ソリューションを与える
という増加している要求がある。この要求は、より若い世代の中の健康的でアクティブな
ライフスタイルの重要性の発達している認識の結果である。その上、増大された寿命の結
果として絶えず高齢化する人口は、人の日常生活活動に対する最小限の干渉を伴う健康モ
ニタリングシステムの必要性に追加の圧力をかける。生物測定信号の控え目なモニタリン
グは、いつでも体及びマインド状態に関する事実上直接のフィードバックを与え、できる
だけ早く人々の健康状況の変化を評価するために用いられ得る。
【０００５】
　生物測定信号（例えば、心拍数、呼吸速度、血圧、皮膚酸化等）を測定する従来のデバ
イス及び方法は、ユーザが面倒な体センサを着用することを必要とし、これは、通常の人
間の生活活動に対して目障りなものとして体験され得る。それ故、近年、バイタル体信号
の遠隔モニタリングに関するコンタクトレス技術を開発するという試みが見られる。最新
の開発は、消費者（ウェブカメラ）又は放送ビデオのために設計されたイメージングセン
サによる控え目な遠隔モニタリングの実装を示す。
【０００６】
　皮膚色変化を測定する方法（ＰＰＧ（Photo-Plethysmographic imaging）と呼ばれてい
る）は、Wim Verkruysse、 Lars O. Svaasand 及び J. Stuart Nelsonによる"Remote ple
thysmographic imaging using ambient light", Optics Express, Vol. 16, No. 26, Dec
ember 2008において述べられる。これは、皮膚における血液量の時間的変化が皮膚による
光吸収の変化をもたらすという原理に基づく。斯様な変化は、皮膚エリア（例えば顔）の
画像をとるビデオカメラにより登録され得る一方で、処理は、手動で選択された領域（典
型的にはこのシステムにおける頬の部分）に渡るピクセル平均を計算する。この平均信号
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の周期的な変化を調べることにより、心拍速度及び呼吸速度が抽出され得る。
【０００７】
　心拍又は呼吸速度信号の遠隔測定に関する既知のシステムは、画像検出の直後の圧縮さ
れていない未処理のビデオシーケンスの分析に基づく。ほとんどの"実在の"アプリケーシ
ョンにおいて、ビデオシーケンスは、圧縮された形態で格納又は出力される。ビデオ信号
の圧縮は、（表示の視覚ポイントからの）いくつかの冗長な情報の削除を仮定する。不都
合にも、視覚にとって重要でない情報は、生物測定信号の検出のために重要であり得る。
例えば、ＭＰＥＧ圧縮規格は、ビデオ信号の時間的情報を僅かに変えるフレーム間予測を
利用する。これらの変化は、時間的生物測定信号の検出を困難又は不可能にする。しかし
ながら、多くのアプリケーションに関して、ビデオからの心拍信号の抽出は、ビデオレコ
ーディングが行われた後に実行されるべきである。これらの場合においては、圧縮ビデオ
が処理されるだろう。
【０００８】
　ＰＰＧ関連情報は、ビデオが高ビットレートで圧縮される場合に、符号化されたビット
ストリームにおいて保存され得る。しかしながら、低圧縮比でのビデオの圧縮は、格納フ
ァイルのサイズを増大させるか又は伝送帯域幅を増大させるだろう。
【０００９】
　それ故、特に従来のビデオコーディング規格のうちの１つによる、ビデオレコーディン
グ及び圧縮の間における、生物測定信号のオフライン抽出のために必要とされる情報の保
存の必要性がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　本発明の目的は、大量の追加のデータを必要とすることなくＰＰＧ関連情報が保存され
る、ビデオデータをエンコードするためのビデオエンコーディングデバイス及び対応する
ビデオエンコーディング方法を提供することにある。本発明の更なる目的は、対応するビ
デオデコーディングデバイス及び方法、ビデオコーディングシステム並びに前記方法を実
装するためのコンピュータプログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　本発明の第１の態様において、
ｉ）第１のエンコーディングスキームに従って入力ビデオデータをエンコードし、前記入
力ビデオデータよりも低い品質を有する第１の符号化されたビデオデータを出力するため
の第１のエンコーダと、
ｉｉ）ＰＰＧ関連情報を保存する第２のエンコーディングスキームに従って入力ビデオデ
ータをエンコードし、第２の符号化されたビデオデータを出力するための第２のエンコー
ダとを有し、
前記第２のエンコーディングユニットは、
－　とりわけ前記第１のエンコーディングスキームに対して相補的なデコーディングスキ
ームに従って前記第１の符号化されたビデオデータをデコードし、中間ビデオデータを出
力するためのデコーディングユニットと、
－　前記中間ビデオデータと前記入力ビデオデータとの間の差分を決定することにより差
分ビデオデータを形成するための減算ユニットと、
－　強いＰＰＧ信号を供給する前記差分ビデオデータにおける関心のある領域を選択する
ための選択ユニットと、
－　前記差分ビデオデータの選択された関心のある領域をエンコードし、これを前記第２
の符号化されたビデオデータとして出力するためのエンコーディングユニットとを有する
、ビデオエンコーディングデバイスが示される。
【００１２】
　本発明の更なる態様において、エンコードされたビデオデータをデコードするためのビ
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デオデコーディングデバイスであって、前記エンコードされたビデオデータは、第１のエ
ンコードスキームに従ってエンコードされ、入力ビデオデータより低い品質を有する第１
の符号化されたビデオデータを有し、ＰＰＧ関連情報を保存する第２のエンコーディング
スキームに従ってエンコードされた第２の符号化されたビデオデータを有し、
前記ビデオデコーディングデバイスは、
ｉ）第１のデコーディングスキームに従って前記第１の符号化されたビデオデータをデコ
ードし、第１のデコードされたビデオデータを出力するための第１のデコーダと、
ｉｉ）第２のエンコーディングスキームに従って前記第２の符号化されたビデオデータを
デコードし、ＰＰＧ信号を出力するための第２のデコーダとを有し、
前記第２のデコーディングユニットは、
－　とりわけ前記入力ビデオデータをエンコードするために使用される前記第２のエンコ
ーディングスキームにおいて使用されるエンコーディングスキームに対して相補的なデコ
ーディングスキームに従って、前記第２の符号化されたビデオデータをデコードし、第１
の符号化されたビデオデータにおいて選択された関心のある領域の位置に関するＲＯＩ情
報を取り出し、第２のデコードされたビデオデータ及び前記ＲＯＩ情報を出力するための
デコーディングユニットと、
－　前記第１のデコードされたビデオデータに前記第２のデコードされたビデオデータを
加えることにより加算ビデオデータを形成するための加算ユニットと、
－　前記ＲＯＩ情報を用いて前記加算ビデオデータにおける関心のある領域を選択する選
択ユニットであって、前記関心のある領域は、強いＰＰＧ信号を供給する、選択ユニット
と、
－　前記加算ビデオデータにおける選択された関心のある領域から前記ＰＰＧ信号を抽出
するためのＰＰＧ抽出ユニットとを有する、ビデオデコーディングデバイスが示される。
【００１３】
　本発明の更なる態様において、対応するビデオコーディング方法、対応するビデオデコ
ーディング方法、ビデオコーディングシステム、及び、前記コンピュータプログラムがコ
ンピュータ上で実行されたときに前記の提案された方法のステップをコンピュータに実行
させるためのプログラムコード手段を有するコンピュータプログラムが示される。
【００１４】
　本発明の好ましい実施形態は、従属請求項において規定される。請求項に記載されたビ
デオデコーディングデバイス、ビデオコーディングシステム、方法及びコンピュータプロ
グラムは、請求項に記載されたビデオコーディングデバイス及び従属請求項において規定
されたものと類似の及び／又は同一の好ましい実施形態を有することが理解されるべきで
ある。
【００１５】
　本発明は、例えば標準的なビデオ符号器により、ビデオ圧縮の間においてＰＰＧ視覚的
情報を保存しようとする一方で、低ビットレートでの圧縮を可能にする。好ましくは、本
発明は、規格に準拠した符号化されたビットストリームの生成を可能にする。とりわけ少
なくとも２つのレイヤによりビデオストリームを圧縮することが提案され、レイヤのうち
の１つ（以下、提案されたビデオエンコーディングデバイスにおける第２のエンコーディ
ングユニットの出力に対応する強化レイヤと呼ばれる）は、デコードされたビデオからの
ＰＰＧ信号の抽出を可能にする追加の情報を含む一方で、他のレイヤ（以下、提案された
ビデオエンコーディングデバイスにおける第１のエンコーディングユニットの出力に対応
するベースレイヤと呼ばれる）が、例えば規則的な態様で、即ち、表示の認識ポイントか
ら最適に、エンコード／圧縮されたビデオを含むだろう。
【００１６】
　それ故、ベースレイヤ層は、入力ビデオデータより低い品質を有する第１の符号化され
たビデオデータを有する。一般に、低い品質は低い視覚的品質であるが、例えばデータ圧
縮を含む第１のエンコードが必ずしも視覚的な低下をもたらすというわけではない。ＰＰ
Ｇ関連情報は、第１のエンコードによる視覚的品質の損失を伴うことなく破壊されるか又
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は損なわれる、即ち、観察者が入力ビデオデータと第１の符号化されたビデオデータとの
間のいかなる視覚的な差分をも必ずしも見るというわけではないが、ＰＰＧ関連情報はエ
ンコードのため失われていることもあり得る。
【００１７】
　提案された発明は、ベースレイヤにおけるビデオシーケンスの規則的なエンコード及び
デコードを実行するために、とりわけ元のビデオシーケンスの分析に基づいて、ＰＰＧ基
本視覚的情報を検出し、前述の検出に基づいてＰＰＧ抽出に関連する視覚的情報のより正
確な表示を可能にするために（場合により圧縮された）追加の情報を含む強化レイヤを生
成するという思想に基づいている。とりわけ強いＰＰＧ信号（好ましくは最も強いＰＰＧ
信号）を供給するエリア、即ちＰＰＧ信号が良好に抽出され得るエリアは、前記強化レイ
ヤへのエンコードのために選択される。最終的に、ベースレイヤ及び強化レイヤ（即ち、
第１の符号化されたビデオデータ及び第２のビデオデータ）は、データキャリア上への格
納のために、又は、伝送ライン（例えばインターネット）を介した若しくは移動通信手段
システムを介した伝送のために、単一のエンコードされたビデオストリームにおいて組み
合わせられ得る。
【００１８】
　この文書において、"ＰＰＧ関連情報"という表現は、ＰＧＧ信号を得ることに関連する
情報として理解されるべきである。斯様なＰＰＧ関連情報は、人間の目では認識されない
元のビデオデータに含まれる情報（例えば、人の皮膚のわずかな色変化）を含み得る。こ
の文書における"ＰＰＧ信号"という表現は、一般に、時間的生物測定信号、例えば鼓動、
心周期、呼吸速度、ＳｐＯ２、麻酔の深さ又は低血及び多血のような、ＰｈｏｔｏＰｌｅ
ｔｈｙｓｍｏＧｒａｐｈｙ分析を介して得られ得る任意の信号を意味する。
【００１９】
　好ましい実施形態において、提案されたビデオエンコーディングデバイスは、前記入力
ビデオデータを分析して強いＰＰＧ信号を供給する関心のある領域を決定し、前記差分ビ
デオデータにおいて前記関心のある領域を選択するための前記選択ユニットに前記関心の
ある領域の位置に関するＲＯＩ情報を供給するための分析ユニットを更に有する。一般に
、選択ユニットは、所望の関心のある領域の選択のために、又は、例えばユーザインタフ
ェースを介して若しくは任意の以前の選択から、関心のある領域としてどの領域を用いる
かについての情報を得るために適合される。好ましい実施形態において、別々の分析ユニ
ットが設けられる。斯様な分析ユニットは、とりわけ１又はそれ以上の画像フレームにお
いて、例えば、ビデオデータ中の顔及び／又は皮膚領域を検出するための顔及び／又は皮
膚検出器を有してもよい。好ましくは、最も安定した顔及び／又は皮膚領域が関心のある
領域として選択され、選択ユニットには、ＲＯＩ情報と以下で呼ばれる、前記関心のある
領域の位置に関する情報が提供される。斯様な検出器は、例えば、Paul Viola, Michael 
Jones, "Robust Real-time Object Detection", 2nd Intern. Workshop on Statistical 
and Computational Theories of Vision, Vancouver, Canada, 2001において述べられて
いる。
【００２０】
　好ましくは、一実施形態において、エンコーディングユニットは、前記差分ビデオデー
タにおける選択された関心のある領域だけでなく、完全な差分ビデオデータのための追加
の領域もエンコードするように適合される。これは、ビデオデコーディングデバイスのデ
コードの間、（用いられた第１のエンコーディングスキームに従った低い視覚的品質を有
する）元のビデオデータ及びＰＰＧ信号が得られ得るだけでなく、向上した視覚的品質を
有するビデオデータも、前記エンコードされた追加の領域又はエンコードされた完全な差
分ビデオデータから得られ得ることを提供する。
【００２１】
　例えば、一実施形態において、画像の特定領域が、デコード後の低品質によって提供さ
れるだけでなく、人の顔のような、より高い品質によって提供されることが望ましくなり
得る。そして、この領域は、ビデオデコーディングデバイスにおいて前記追加の領域が第
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１の符号化されたビデオデータより高い画像品質によってデコードされ得るように、第２
の符号化されたビデオデータにビデオエンコーディングデバイスにおいて別々にエンコー
ドされる追加の領域として選択され得る。
【００２２】
　他の実施形態によれば、減算ユニットは、前記中間ビデオデータのビデオフレームと前
記入力ビデオデータの対応するビデオフレームとの間のピクセルベースの差分を決定する
ことにより前記差分ビデオデータを形成するように適合される。それ故、一般に、ブロッ
クベースの差分（即ち、ピクセルのグループの間の差分）が、差分ビデオデータを形成す
るために用いられてもよい一方で、ピクセルベースの差分が最も高い精度を提供する。好
ましくは、これはフレーム単位で行われ、これは、提案された方法およびデバイスの他の
ステップを保持する。
【００２３】
　有利には、選択ユニットは、前記差分ビデオデータにおける前記関心のある領域の少な
くともクロミナンス成分（とりわけクロミナンス成分のみ）を選択するように適合され、
エンコーディングユニットは、前記差分ビデオデータにおける選択された関心のある領域
の少なくともクロミナンス成分（とりわけクロミナンス成分のみ）をエンコードするよう
に適合される。これは、本発明に従って実現される目的のうちの１つである第２の符号化
されたビデオデータに含まれるデータの量の削減に寄与する。一般に、しかしながら、ク
ロミナンス成分だけでなく輝度成分も選択及びエンコードされてもよいが、第２の符号化
されたビデオデータのためのより多くの記憶空間を必要とする。しかしながら、第２の符
号化されたビデオデータを提供する目的が、ビデオデコーディングデバイスがＰＰＧ信号
を取り出すのを可能にすることのみである場合には、斯様な輝度成分は一般に必要とされ
ない。
【００２４】
　他の実施形態において、エンコーディングユニットは、前記ビデオデータにおける選択
された関心のある領域の少なくともクロミナンス成分（とりわけクロミナンス成分のみ）
のブロック間又はブロック内部のＤＣ成分だけをエンコードするように適合される。これ
は、第２の符号化されたビデオデータの量の削減に更に寄与する。ＰＰＧ関連情報は一般
に全てのピクセル毎にもたらされるが、一般に空間情報について多くの関心がない。代わ
りに、多くのピクセルが、個々ピクセルにおける所望のＰＰＧ信号（例えば鼓動）の信号
－ノイズの割合を改良するために平均をとるために必要とされる。ＰＰＧ関連情報／ＰＰ
Ｇ信号は、通常、圧縮されていない８ビットのビデオ信号の量子化ステップよりも小さい
。この平均は、ＤＣ成分に基づいてもよく、個々のピクセル値を知っていることを絶対的
に必要とはしないが、皮膚及び幾つかの他の画像部分（例えば顔の境界）を含むブロック
について支援することができる。
【００２５】
　他の実施形態において、エンコーディングユニットは、入力ビデオデータにおける選択
された関心のある領域の位置に関するＲＯＩ情報のエンコーディング又は第２の符号化さ
れたビデオデータへの追加のために適合される。ビデオデコーディングデバイスが画像分
析を通じて選択された関心のある領域の位置を見つけ得ることが一般に可能である一方で
、好ましい実施形態では、ビデオデコーディングデバイスにより読み取られ用いられ得る
、対応するＲＯＩ情報が追加的にエンコードされる。
【００２６】
　また更に、一実施形態において、選択ユニットは、強いＰＰＧ信号を供給する斯様な差
分ビデオデータにおける２つ以上の関心のある領域を選択するように適合され、エンコー
ディングユニットは、前記差分ビデオデータの選択された関心のある領域をエンコードし
、これらを前記第２の符号化されたビデオデータとして出力するように適合される。それ
故、単一の関心のある領域だけでなくいくつかの関心のある領域が、デコードの間におけ
るＰＰＧ信号の評価及び取り出しのために利用可能であり、これは、信頼性を増大させる
。例えば、一実施形態において、ＰＰＧ信号が前記関心のある領域の各々から取り出され
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てもよく、その後、評価において、最も高い信頼性としてのＰＰＧ信号又は全てのＰＰＧ
信号の平均化のうちどちらが実行されてもよい。
【００２７】
　デコードの間、ビデオデコーディングデバイスは、少なくとも、第１及び第２の符号化
されたビデオデータの組み合わせからＰＰＧ信号を抽出することが可能である。ＰＰＧ抽
出は、この目的のために、例えば、ＰＰＧイメージングに関する上述の刊行物において述
べられたような、又は、ＰＰＧの基本について説明している他の引用文献において述べら
れたような、一般に知られた方法を用いる。しかしながら、ビデオデコーディングデバイ
スの好ましい実施形態において、また、対応するデータが前述したように第２の符号化さ
れたビデオデータに含まれる場合において、追加の領域の又は完全な入力ビデオデータの
強化された（より高品質の）ビデオデータが取り出されてもよい。
【００２８】
　本発明のこれらの及び他の態様は、以下で述べられる実施形態から明らかになり、これ
らの実施形態を参照して説明されるだろう。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】本発明によるビデオエンコーディングデバイスの第１の実施形態の概略ブロック
図を示す。
【図２】本発明によるビデオデコーディングデバイスの第１の実施形態の概略ブロック図
を示す。
【図３】本発明によるビデオエンコーディングデバイスの第２の実施形態の概略ブロック
図を示す。
【図４】本発明によるビデオデコーディングデバイスの第２の実施形態の概略ブロック図
を示す。
【図５】本発明によるビデオエンコーディングデバイスの第３の実施形態の概略ブロック
図を示す。
【発明を実施するための形態】
【００３０】
　図１は、本発明によるビデオエンコーディングデバイス１０の第１の実施形態の概略ブ
ロック図を示す。この実施形態によれば、（入力ビデオデータとも呼ばれる）元のビデオ
ストリーム１００は、低ビットレート（または、認識のために最適で有り得るがＰＰＧ抽
出に対して充分ではないビットレート）で第１の（例えば標準の）エンコーダ２０により
圧縮され、これにより、ここでは第１の符号化されたビデオデータとも呼ばれるベースレ
イヤビデオストリーム１２０を形成する。このベースレイヤビデオストリーム１２０は、
一般に、ＰＰＧに関する情報が破壊された品質を有するビデオデータを含む。ＰＰＧに関
する情報のエンコード及び伝送は、ベースレイヤビデオストリーム１２０において除去又
は破壊されるＰＰＧに関する情報を含む強化レイヤによって行われる。
【００３１】
　一般に、ＰＰＧ信号は、皮膚エリアからのみ抽出され得る。更に、ＰＰＧ信号の品質は
、これらの皮膚エリアの或る特性（例えば、時間的安定性、照明のレベル及びサイズ）に
依存する。それ故、全ての皮膚エリアは、ＰＰＧ信号に均等に寄与しないだろう。
【００３２】
　第２のエンコーダ３０において、エンコード後にＰＰＧ関連情報を保存するために提供
される第２のエンコーディングスキームを適用した場合には、ベースレイヤビデオストリ
ーム１２０が、好ましくは第１のエンコーダ２０によるエンコードのために使用された第
１のエンコーディングスキームに相補的なデコーディングスキームに従って、デコーディ
ングユニット３１において最初にデコードされ、中間ビデオストリーム（中間ビデオデー
タ）１０１がデコーディングユニット３１から出力される。
【００３３】
　減算ユニット３２において、差分ビデオストリーム１０２（差分ビデオデータ）は、前
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記中間ビデオストリーム１０１と前記入力ビデオストリーム１００との間の差分を決定す
ることにより形成される。
【００３４】
　概して、輝度及びクロミナンス成分についての元のビデオストリーム１００とデコード
されたベースレイヤフレーム１０１との間の差分は、強化レイヤビデオストリーム１３０
においてエンコードされ得る。しかしながら、強化レイヤビデオストリーム１３０がデコ
ード後にＰＰＧ信号を抽出することのみを必要とする場合において、その後、少なくとも
クロミナンス成分（好ましくは、クロミナンス成分のみ）が強化レイヤビデオストリーム
１３０においてエンコードされ得る。好ましくは、強化レイヤビデオストリーム１３０は
、デコードされたベースレイヤビデオストリーム１０１と元のビデオフレーム１００との
間のピクセルベースの差分として生成される。
【００３５】
　オプションの分析ユニット３３において、元のビデオストリーム１００が処理される。
詳細には、１又はそれ以上の画像フレームにおける人の皮膚の皮膚エリアが分析され、強
いＰＰＧ信号を提供する関心のある領域（ＲＯＩ）が規定される。この分析ユニット３３
は、例えば、最も安定した顔及び／又は皮膚を捜す一般的な顔及び／又は皮膚検出器を有
し得る。斯様な安定した領域が最も強いＰＰＧ信号を出力すると一般に想定されるためで
ある。ユニット３３は、ＰＰＧ信号を供給することができる最も小さいＲＯＩを選択し得
る。ＰＰＧ信号の予期される強度は、ＲＯＩ内の空間ピクセル均一性を分析することによ
り、又は、好ましい顔エリア（例えば額、頬）を検出することにより、分析され得る。分
析ユニット３３の出力は、（例えばＲＯＩ情報の形式の）関心のある領域の位置に関する
情報であり、これは、中間ビデオデータ１０２において関心のある領域を選択するための
選択ユニット３４に供給される。そして、前記差分ビデオデータ１０２の選択された関心
のある領域は、エンコーディングユニット３５においてエンコードされる。最終的に、エ
ンコードされた関心のある領域は、その後、第２の符号化されたビデオデータ１３０とし
て出力される。
【００３６】
　選択ユニット３４は、好ましくは、例えば供給されたＲＯＩ情報１０３に基づいて、最
も強いＰＰＧ信号を供給するピクセルの少なくともクロミナンス成分（好ましくはクロミ
ナンス成分だけ）を選択信号として選択する。代わりに、選択ユニット３４は、中間ビデ
オデータ１０２を自己で分析してもよく、例えば画像分析手段を用いて、適切な関心のあ
る領域を選択してもよい。また更に、一実施形態において、単一の関心のある領域だけで
なく、とりわけ最良のＰＰＧ信号を選択する能力を向上させるために又は異なる領域から
得られたＰＰＧ信号を平均するために、いくつかの領域がＰＰＧ抽出のために選択される
。
【００３７】
　選択された関心のある領域は、対応する皮膚エリアより概ね小さく、ＰＰＧ信号の抽出
のために必要とされる最小ピクセル数を含む。エンコーダ（例えば標準のエンコーダ）は
、選択信号、即ち、この実施形態においては選択されたＲＯＩのクロミナンス成分１０４
を、強化レイヤビデオストリーム１３０へとエンコードする。強化レイヤビデオストリー
ム１３０は、比較的少ないピクセル数及び好ましくはクロミナンス成分のみを含むという
事実のため、このレイヤは、比較的高いビットレート（即ち、ほぼロスレス）でエンコー
ドされ得るが、全体のビットレートにはあまり寄与しない。即ち、ベースレイヤビデオス
トリーム１２０と比較して少ない量のビットレート又は格納スペースしか必要としない。
【００３８】
　概して、輝度及びクロミナンス成分の双方についての元のベースレイヤビデオフレーム
とデコードされたベースレイヤビデオフレームとの間の差分は、強化レイヤビデオストリ
ーム１３０においてエンコードされ得る。しかしながら、強化レイヤビデオストリーム１
３０が、デコード後にＰＰＧ信号を抽出するためだけに必要とされる場合においては、そ
の後、少なくともクロミナンス成分（好ましくは、クロミナンス成分のみ）が、強化レイ
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ヤビデオストリーム１３０においてエンコードされることを必要とする。好ましくは、強
化レイヤビデオストリーム１３０は、デコードされたベースレイヤと元のビデオフレーム
との間のピクセルベースの差分として生成される。
【００３９】
　概して、ベースレイヤビデオストリーム１２０及び強化レイヤビデオストリーム１３０
は、別々に（例えば、インターネット、コミュニケーションネットワーク又は放送システ
ムを介して）出力及び／又は（例えば、記録担体上に）格納されてもよい。しかしながら
、一実施形態において、ベースレイヤビデオストリーム１２０及び強化レイヤビデオスト
リーム１３０は、組み合わせユニット４０により、格納及び／又は出力されるエンコーダ
出力ビデオストリーム１４０に結合される。斯様な組み合わせに関して、複数のオプショ
ンが存在し、２つのビデオストリーム又はより一般的には２つのデータストリームを組み
合わせるための複数の既知の方法のうち任意の１つが用いられてもよい。
【００４０】
　一般に、ベース及び強化レイヤビデオストリーム１２０，１３０は、標準のエンコーダ
を用いてエンコードされ、それ故、任意の対応する標準のデコーダがビデオストリーム（
ビットストリーム）のそれぞれをデコードすることができる。しかしながら、図１に示さ
れたスケーラブルなビデオエンコーディングデバイス１０に対して相補的な提案されたス
キームに従って構成される）ビデオデコーディングデバイスだけが、ＰＰＧ信号をそこか
らデコードして取り出すために概ね用いられ得る。
【００４１】
　ビデオデコーディングデバイス５０の概略ブロック図の第１の実施形態が図２に示され
る。このビデオデコーディングデバイスにより、ＰＰＧ信号は、圧縮されたビデオストリ
ーム（又は、組み合わせられたビデオストリーム）から再現され得る。
【００４２】
　詳細には、入力において、デコーダ入力ビデオストリーム１５０が、格納及び／又は伝
送の間にもたらされた妨害から離れて分離ユニット６０におけるエンコーダ出力ビデオス
トリーム１４０に対応すべきである組み合わせられたビデオストリームである場合には、
ベースレイヤビデオストリーム１２０及び強化レイヤビデオストリーム１３０に対応すべ
きであるベースレイヤビデオストリーム１６１及び強化レイヤビデオストリーム１６２が
取り出される。
【００４３】
　第１のデコーダ７０において、（第１の符号化されたビデオデータとも呼ばれる）ベー
スレイヤビデオストリーム１６１は、とりわけ第１のエンコーダ２０により使用された第
１のエンコーディングスキームに対して相補的である第１のデコーディングスキームに従
って、デコードされる。出力は、ビデオデータ１０１に対応すべき第１のデコードされた
ビデオデータ１７０である。
【００４４】
　第２のデコーダ８０において、（第２の符号化されたビデオデータとも呼ばれる）強化
レイヤビデオストリーム１６２は、第２のエンコーディングスキームに従ってエンコード
される。第２のデコーダ８０の出力は、ビデオデータにおいて示される人の生物測定情報
を供給するＰＰＧ信号１８０である。それ故、この実施形態において、強化レイヤビデオ
ストリーム１３０及び１６２は、それぞれ、ＰＰＧ信号を抽出するために必要とされるビ
デオ情報を運ぶためにのみ用いられる。
【００４５】
　詳細には、デコーダユニット８１において、好ましくはＲＯＩのクロミナンス成分のみ
が、第２のデコードされたビデオデータ１８１としてデコード及び出力され、それ故、関
心のある領域を示すビデオデータの品質を向上させる。加算ユニット８２において、合計
ビデオデータ１８２は、第２のデコードされたビデオデータ１８１を、デコードされたベ
ースレイヤビデオストリーム１７０に加えることにより形成される。
【００４６】
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　選択ユニット８３はエリア（関心のある領域）１８３を規定し、これは、強化レイヤビ
デオデータ１８１により改良され、ＰＰＧ信号の抽出のために用いられるだろう。斯様な
関心のある領域を規定するために、圧縮されたクロミナンスブロックの座標は、例えば強
化レイヤビデオストリーム１６２に含まれるＲＯＩ情報を読み込むことにより、又は、画
像分析により、好ましくは、対応するＲＯＩ情報１８４を抽出した第１のデコーダから得
られる。
【００４７】
　ＰＰＧ抽出ユニット８４において、ＰＰＧ信号抽出アルゴリズムは、１又はそれ以上の
ＰＰＧ信号１８０を得るために選択ユニット８３により選択される空間的な関心のある領
域１８３に適用される。
【００４８】
　ＰＰＧ抽出アルゴリズムは、パラメータの手動調整によるリアルタイム又は非リアルタ
イムであり得る。更に、本発明は、概して、特定のアプリケーションに依存して、ビデオ
データが記録された後に生物測定信号抽出の任意の特定の方法の選択を可能にする。それ
故、同じビデオが、異なる生物測定信号（例えば、心拍数、心拍変動性、ＳｐＯ２、呼吸
、ＰＰＧイメージング）の抽出に対して用いられ得る。
【００４９】
　それ故、本発明は、バイタルサイン抽出を可能にする目的で、ビデオ圧縮の間における
ＳＮＲ又は品質スケーラビリティの既知のコンセプトを変更する。提案されたコンセプト
において、ベースレイヤエンコーダは、ＰＰＧ基本情報の損失を伴う（概して）比較的低
い視覚的品質でビデオストリームを圧縮する一方で、強化レイヤエンコーダは、従来技術
から知られているように追加の解像度によるよりはむしろ、ＰＰＧ基本情報を失うことな
く、（元のビデオとデコードされたベースレイヤとの間の差分として得られる）残りのビ
デオデータの１又はそれ以上の関心のある領域を圧縮する。
【００５０】
　本発明は、ビデオストリーミングのためにも、圧縮されたビデオ材料の格納のためにも
用いられ得る。通常、ベースレイヤビットストリームのみが、基本的な品質でビデオデー
タを得るために伝達又は解凍されるだろう。生物測定信号が皮膚エリアから抽出されるべ
き場合にのみ、ＰＰＧ基本情報を有する強化レイヤが伝達又は解凍されるだろう。この手
法において、圧縮されたビデオにおける生物測定情報の保存と圧縮効率との間の最適なト
レードオフが実現され得る。
【００５１】
　本発明によるビデオエンコーディングデバイス１０´及びビデオデコーディングデバイ
ス５０´の他の実施形態が図３及び４に示される。
【００５２】
　ビデオエンコーディングデバイス１０´の実施形態において、エンコーディングユニッ
ト３５´は、強化レイヤビデオストリーム１３０´へのＰＰＧ信号抽出のために必要とさ
れるクロミナンス成分だけでなく、ビデオ（又は、１若しくはそれ以上のビデオフレーム
）のより多く（又は、全て）のピクセルのための強化情報を含むように適合される。この
場合において、デコードされたベースレイヤビデオストリーム１７０及びデコードされた
強化レイヤビデオストリーム１８１の組み合わせ１８２は、向上した視覚的品質を有する
強化されたビデオシーケンスを供給し、これは、デコードされたベースレイヤビデオスト
リーム１７０より高い画像品質を有するデコードされたビデオデータとして、別々に出さ
れてもよく用いられてもよい。
【００５３】
　より更に、ビデオデコーディングデバイス５０´の実施形態において、選択ユニット８
３´は、強化されたビデオストリーム１８２のフレームに適用されてもよく、独立して、
又は、ベース及び強化レイヤのデコーダからのビット－バジェット情報に基づいて、ＰＰ
Ｇ信号抽出のための適切なエリアを選択することができる。第２の場合において、クロミ
ナンス成分に対して費やされるより高いビット－バジェット（即ち、より多くのビット）
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を有する皮膚ブロック及び／又はエンコードされた内部ブロックが、ＰＰＧ信号抽出のた
めに最適になるように選択されるだろう。
【００５４】
　本発明によるビデオエンコーディングデバイス１０´´の更に他の実施形態が図５にお
いて概略的に示される。この実施形態は、図１に示されたビデオエンコーディングデバイ
ス１０の実施形態に非常に類似しているが、加えて、デコーディングユニット３６及びＰ
ＰＧ信号抽出ユニット３７がエンコーディングユニット３５´´により形成されたフィー
ドバックループ内に設けられる。このフィードバックループは、選択された関心のある領
域１０４に割り当てられるビットの数を制御する、即ち、ＰＰＧ関連情報がエンコードさ
れた関心のある領域１３０において保存されることを確認するために、選択された関心の
ある領域１０４をエンコードするために使用されるエンコードの設定を制御する。
【００５５】
　それ故、デコーディングユニット３６は、（第１のエンコーディングユニット３０´´
により適用された第１のエンコーディングスキームに対して相補的であるデコーディング
スキームを適用する）エンコードされた関心のある領域１０４をデコードし、ＰＰＧ信号
抽出ユニット３７は、デコードされた関心のある領域１０５からＰＰＧ信号１０６を抽出
する。そして、第１のエンコーディングユニット３０´´は、ＰＰＧ信号が充分な品質を
有するかどうか、又は、エンコードのために使用される設定が抽出されたＰＰＧ信号の品
質を増大させるために変えられる必要があるかどうか（例えば、より多くのビットがエン
コードされた関心のある領域のために割り当てられることを必要とするかどうか、及び／
若しくは、圧縮速度を低くする必要があるかどうか）、を決めることができる。それ故、
デコーディングデバイスにおいてＰＰＧ信号が充分な品質で抽出され得ることが保証され
得る。
【００５６】
　要約すると、提案された発明は、ビデオ圧縮（解凍）後にＰＰＧ信号の抽出を可能にす
る。ＰＰＧ抽出アルゴリズムのタイプ、複雑さ及び精度、並びに、ＰＰＧ信号のタイプ（
例えば、心拍数、心拍変動性、ＳｐＯ２）は、具体的なアプリケーションに基づいて選択
され得る。例えば、幾つかのアプリケーションは、心拍数情報のみの抽出を必要とし得る
一方で、他のものは、心拍間隔の正確な鼓動信号、又は／及び呼吸、又は／及びＳｐＯ２
（oxygenation）を必要とし得る。更に、本発明は、手動で最適なパラメータを選択及び
調整するという可能性により、圧縮されたビデオからのＰＰＧ信号のオフライン（非リア
ルタイム）の抽出を可能にする。
【００５７】
　概して、本発明は、特定のエンコーディング／デコーディングスキームに限定されるも
のではない。概して、第１のエンコーディングスキームは、第２のエンコーディングスキ
ームよりも損失が多い（lossy）。第２のエンコーダのエンコーディングユニットにより
実行されるエンコードは、例えば、内部ブロック及び／又はブロック間符号化技術を用い
てもよい。例えば、一実施形態において、強化レイヤの選択された画像エリア（関心のあ
る領域）に関連付けられたクロミナンスチャネルの内部ブロック又はブロック間の少なく
ともＤＣ成分はロスレスでエンコードされる。
【００５８】
　より更に、一実施形態において、ループ内のデブロッキングフィルタ（in-loop de-blo
cking filter）は、少なくとも、選択された画像エリア（及び、場合によりこれらの隣接
ブロック）のクロミナンス成分に対してオフにされる。標準のビデオコーディングアルゴ
リズムの幾つかは、ノイズのレベル、（デブロッキングによる）符号化アーチファクトを
低減させるために、又は、ビデオを空間的にダウンスケーリングすることにより品質対ビ
ットレートのトレードオフを最適化するために、エンコードされるビデオに対する処理を
適用する。本発明の実施形態において、斯様な処理は、第２のエンコーディングスキーム
における選択された画像エリアの少なくともクロミナンス成分には適用されない。
【００５９】
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　本発明が図面及び前述の説明において示され、詳述された一方で、斯様な図例および説
明は、例示又は単なる例であり、限定するものではないものとみなされるべきである。本
発明は、開示された実施形態に限定されるものではない。開示された実施形態に対する他
のバリエーションは、図面、開示及び添付の特許請求の範囲の研究から、当業者によって
理解され、実施され得る。
【００６０】
　請求項において、"有する"という用語は他の要素又はステップを除外するものではなく
、単数表記は複数を除外するものではない。単一の要素又は他のユニットが請求項に記載
された幾つかのアイテムの機能を実現してもよい。特定の手段が相互に異なる従属請求項
に記載されるという単なる事実は、これらの手段の組み合わせが有効に用いられ得ないこ
とを示すものではない。
【００６１】
　コンピュータプログラムは、他のハードウェアと共に又はこの一部として供給される光
記憶媒体又はソリッドステート媒体のような、適切な持続媒体に格納／分配されてもよい
が、インターネット又は他の有線若しくは無線通信システムを介するような、他の形式に
おいて分配されてもよい。
【００６２】
　請求項中のいかなる参照符号も、その範囲を限定するものとして解釈されるべきでない
。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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